
長野市篠ノ井で犀川に直接流れ込む山布施沢には、今から120年以上前の明治19(1886)年に完成した石張水路工が現存しており、ここで

は15基を紹介しています｡国（内務省)が直轄でこれらの水路工事を大規模に行ったことを知った小川村民の陳情により薬師沢の石張水路

の工事が行われました｡

土尻川砂防事務所管内の主な歴史的砂防施設（山布施沢）
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の工事が行われました｡

長野市篠ノ井山布施若林の集落内に竣工を記念して設置された

石碑があります。隣に現代訳した説明板が併設されており、これに

よると明治17年に起工し、延べ33,604人の作業員により7,052円(現在

の金額で約3.5～4億円)を要して明治19年3月にしゅん功。しゅん工時

には180基の石張水路工が設置されました。



こがら沢合流直下流にある第２号石張水路工

最上流にある第1号石張水路工



一部を残すだけの第４号石張水路工

横手沢合流下流にある第３号石張水路工



第６号石張水路工

昭和になってから上部にコンクリート

堰堤を載せた第５号石張水路工



底以外は昭和になってから補修した第８号石張水路工

第５号と同じく昭和になってから上に

コンクリートを張った第７号石張水路工



完成当時の姿が良く残っており、道からも近い第９号石張水路工



上部（左写真）下部（右写真）２段造られている第１０号石張水路工



第１２号石張水路工

比較的規模の大きな第１１号石張水路工



第１３号石張水路工

昭和に施工されたコンクリート堰堤の

下流に僅かに残る第１４号石張水路工



最下流にある第１５号石張水路工


